
(57)【要約】

【課題】　二次空気が不均一に噴き出して燃焼炎が偏っ

てしまうのを防止した燃焼装置を提供する。

【解決手段】　中央に通気孔１０を設けると共に二次空

気孔１２を形成したバーナ取付台８の通気孔１０の上部

に位置するようにしたバーナヘッド１４の上方に二次空

気を噴き出す二次空気噴出部３８に、二次空気孔１２か

らの二次空気を案内する二次空気路をバーナヘッド１４

の周りに形成し、その二次空気路の中心を通気孔１０の

中心に対して二次空気孔１２の反対方向に偏心させたの

で、二次空気孔１２から二次空気孔１２の反対側に向か

って流れる二次空気路の断面積が徐々に大きくなるので

、二次空気孔１２から二次空気孔１２の反対側に向かっ

てスムーズに流れ、二次空気噴出部３８から二次空気が

ドーナツ状に上方に均一に噴き出し、燃焼炎が偏ること

なく形成することができる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 を 気 化 し 、 そ の 気 化 ガ ス と 燃 焼 用 空 気 と を 予 混 合 す る 気 化 筒 と 、 該 気 化 筒 の 開 口 部 分
に 取 り 付 け た バ ー ナ ヘ ッ ド と 、 中 央 に 通 気 孔 を 設 け 該 通 気 孔 の 上 部 に バ ー ナ ヘ ッ ド が 位 置
す る よ う に す る と 共 に 、 二 次 空 気 孔 を 形 成 し た バ ー ナ 取 付 台 と 、 前 記 バ ー ナ ヘ ッ ド を 内 設
す る よ う に 一 端 が バ ー ナ 取 付 台 に 取 り 付 け ら れ た 外 筒 と 、 該 外 筒 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド の 外 周
に 設 け ら れ た 外 風 洞 と 内 風 洞 と に よ り 形 成 さ れ 、 バ ー ナ ヘ ッ ド の 上 方 に 二 次 空 気 を 噴 き 出
す 二 次 空 気 噴 出 部 と を 備 え 、 前 記 バ ー ナ ヘ ッ ド の 周 り に 二 次 空 気 孔 か ら の 二 次 空 気 を 二 次
空 気 噴 出 部 に 案 内 す る 二 次 空 気 路 を 形 成 し た 燃 焼 装 置 に 於 い て 、 前 記 通 気 孔 の 中 心 に 対 し
て 二 次 空 気 路 の 中 心 を 二 次 空 気 孔 の 反 対 方 向 に 偏 心 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 バ ー ナ 取 付 台 の 中 心 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 の 周 り を 楕 円 形 で 凹 形 状 に 形 成 し て 二 次 空 気
路 を 設 け 、 そ の 楕 円 形 で 凹 形 状 部 分 の 一 端 に 二 次 空 気 孔 を 設 け る と 共 に 、 そ の 楕 円 形 の 中
心 を 通 気 孔 の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 の 反 対 側 に 偏 心 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 燃 焼 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 石 油 等 の 燃 料 を 燃 焼 さ せ て 暖 房 を 行 う 暖 房 機 な ど に 用 い ら れ る 燃 焼 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り こ の 種 の 温 水 暖 房 装 置 に 於 い て は 、 図 ４ に 示 す よ う に １ は 有 底 円 筒 状 の 気 化 筒
で 、 そ の 内 部 を 燃 料 の 気 化 可 能 温 度 ま で 加 熱 す る シ ー ズ ヒ ー タ ２ が 埋 設 さ れ て お り 、 気 化
さ せ た 燃 料 と 燃 焼 用 空 気 と を 予 め 混 合 し て 予 混 合 気 と す る も の で あ り 、 ３ は ノ ズ ル ホ ル ダ
ー で 、 気 化 筒 １ 内 に 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る た め の 燃 焼 用 空 気 口 ４ と 、 ２ 次 空 気 を 供 給 す る
た め の ２ 次 空 気 用 口 ５ が 設 け ら れ 、 前 記 燃 焼 用 空 気 口 ４ の 内 部 に は 燃 料 を 噴 出 す る 燃 料 供
給 用 ノ ズ ル ６ を 配 設 し 、 そ の 燃 焼 用 空 気 口 ４ を 気 化 筒 １ の 側 壁 の 下 方 に 形 成 し て あ る 差 込
口 ７ に 差 し 込 ん で 固 定 し 、 前 記 燃 料 供 給 用 ノ ズ ル ６ を 気 化 筒 １ 内 に 臨 ま せ て あ る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
８ は バ ー ナ 取 付 台 で 、 板 状 の 取 付 面 ９ の 略 中 央 に 形 成 し た 通 気 孔 １ ０ の 近 く に 該 通 気 孔 に
比 べ て 小 径 で ノ ズ ル ホ ル ダ ー ３ の ２ 次 空 気 用 口 ５ を Ｏ リ ン グ １ １ を 介 在 さ せ て 接 続 す る ２
次 空 気 孔 １ ２ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 通 気 孔 １ ０ の ま わ り に は ね じ 止 め 用 孔 （ 図 示 せ ず ） が 多
数 形 成 さ れ 、 ま た 、 取 付 面 ９ を 水 平 に 位 置 さ せ た 時 の 正 面 部 分 の 一 辺 を 上 向 き に 略 直 角 に
折 り 曲 げ て 、 そ の 両 端 に ユ ニ ッ ト 固 定 孔 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し た 前 面 取 付 部 （ 図 示 せ ず ）
を 設 け 、 更 に 取 付 面 ９ を 水 平 に 位 置 さ せ た 時 の 左 側 部 分 の 一 辺 を 下 向 き に 略 Ｌ 字 状 に 折 り
曲 げ て 案 内 部 １ ３ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ ４ は 有 底 円 筒 状 の バ ー ナ ヘ ッ ド で 、 バ ー ナ 取 付 台 ８ の 通 気 孔 １ ０ の 上 部 に 底 面 側 を 上
に し て 上 面 と し て 配 設 さ れ 、 そ の 上 面 に は 外 周 か ら 中 心 に 向 か っ て 主 炎 孔 １ ５ が 同 心 円 状
に 、 そ し て 外 側 と 内 側 の 該 主 炎 孔 １ ５ が 千 鳥 足 状 に 形 成 さ れ 、 該 主 炎 孔 １ ５ の 形 成 さ れ た
バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 面 部 分 の 内 側 の 面 に は 、 金 網 か ら な る 上 部 多 孔 部 材 １ ６ が 張 設 さ れ
、 ま た 、 バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 周 壁 に は 、 横 長 の 形 状 を し た 補 助 炎 孔 １ ７ が 略 等 間 隔 に 複 数
形 成 さ れ 、 該 補 助 炎 孔 １ ７ の 内 周 及 び 外 周 に は 、 筒 状 の 金 網 か ら な る 内 周 多 孔 部 材 １ ８ と
外 周 多 孔 部 材 １ ９ と が 、 そ の 該 補 助 炎 孔 １ ７ を 覆 う よ う に 張 設 さ れ て お り 、 バ ー ナ 取 付 台
８ の 通 気 孔 １ ０ の 上 部 に 位 置 し て 配 設 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ２ ０ は 抵 抗 板 で 、 中 央 の 開 口 部 分 が 下 方 に 向 か っ て 一 体 絞 り さ れ て 開 口 突 部 ２ １ が 形 成
さ れ 、 該 開 口 突 部 ２ １ の 上 面 の 開 口 部 分 に は 金 網 か ら な る 抵 抗 板 用 多 孔 部 材 ２ ２ が 張 設 さ
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れ 、 そ し て バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 内 部 上 方 に 配 設 さ れ て 該 バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 内 部 の 空 間 を 上 下
に 仕 切 り 、 開 口 突 部 ２ １ の 内 側 の 先 端 か ら 抵 抗 板 ２ ０ に よ り 仕 切 ら れ た バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４
内 部 の 上 方 の 空 間 を 通 っ て 主 炎 孔 １ ５ ま で の 予 混 合 気 の 通 過 す る 主 炎 孔 路 を 形 成 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ２ ３ は 有 底 筒 状 の バ ー ナ 整 流 キ ャ ッ プ で 、 そ の 底 面 部 分 に は 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １
の 外 径 よ り 大 き い 開 口 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 底 面 の 反 対 側 の 開 放 部 分 は そ の 端
部 を 断 面 Ｌ 字 状 に し て 鍔 部 ２ ５ を 形 成 し 、 そ し て 前 記 開 口 部 ２ ４ を 上 方 に し て 、 そ の 開 口
部 ２ ４ に 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １ の 一 部 が 挿 入 さ れ た 状 態 で バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 内 に 配 設
さ れ 、 そ れ に よ り 開 口 突 部 ２ １ の 外 周 と 開 口 部 ２ ４ と の 間 に す き 間 が 生 じ て 補 助 炎 孔 路 入
口 ２ ６ を 形 成 す る と 共 に 、 該 補 助 炎 孔 路 入 口 ２ ６ か ら 抵 抗 板 ２ ０ に よ り 仕 切 ら れ た バ ー ナ
ヘ ッ ド １ ４ 内 部 の 下 方 の 空 間 を 通 っ て 補 助 炎 孔 １ ７ ま で の 予 混 合 気 の 通 過 す る 補 助 炎 孔 路
を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ２ ７ は 整 流 筒 で 、 中 央 の 開 口 部 分 が 下 方 に 向 か っ て 一 体 絞 り さ れ て 開 口 突 起 部 ２ ８ が 形
成 さ れ 、 該 開 口 突 起 部 ２ ８ の 上 方 の 開 口 部 分 は 、 外 側 の 第 １ 鍔 部 ２ ９ と 該 第 １ 鍔 部 ２ ９ よ
り 低 い 内 側 の 第 ２ 鍔 部 ３ ０ の 二 段 の 鍔 状 部 分 に よ り 鍔 状 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ３ ２ は バ ー ナ 整 流 板 で 、 中 央 に 整 流 孔 ３ ３ が 形 成 さ れ た 円 板 部 ３ ４ に 断 面 Ｌ 字 状 の 脚 部
３ ５ が 略 等 間 隔 で ３ つ 設 け ら れ 、 整 流 孔 ３ ３ の 上 方 に 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １ の 先 端 中
央 が 位 置 す る よ う に 脚 部 ３ ５ が 整 流 筒 ２ ７ の 第 ２ 鍔 部 ３ ０ に 固 定 さ れ お り 、 そ し て 、 バ ー
ナ 整 流 板 ３ ２ の 固 定 さ れ た 整 流 筒 ２ ７ の 第 １ 鍔 部 ２ ９ と バ ー ナ 整 流 キ ャ ッ プ ２ ３ の 鍔 部 ２
５ と が 、 カ シ メ や ス ポ ッ ト 溶 接 な ど に よ り 一 体 化 さ れ 、 整 流 筒 ２ ７ の 開 口 突 起 部 ２ ８ が 気
化 筒 １ 内 に 臨 む よ う な 状 態 で バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 内 部 か ら 気 化 筒 １ の 開 放 部 分 の 内 部 に か け
て 配 設 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ３ ６ は バ ー ナ ヘ ッ ド リ ン グ で 、 バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 周 囲 下 方 よ り リ ン グ 状 に 補 助 炎 孔 １
７ を 覆 う よ う に 配 設 し た も の で 、 バ ー ナ 取 付 台 ８ に バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ と 共 に ね じ （ 図 示 せ
ず ） に て 固 定 さ れ 、 バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 補 助 炎 孔 １ ７ に 形 成 さ れ る 炎 に よ り 加 熱 さ れ 、 シ
ー ズ ヒ ー タ ２ に よ り 加 熱 さ れ な く と も 、 気 化 筒 １ を 燃 料 の 気 化 可 能 温 度 に 保 つ 、 い わ ゆ る
ヒ ー ト バ ッ ク を 取 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ３ ７ は 外 筒 で 、 一 端 を 熱 交 換 器 （ 図 示 せ ず ） と 連 通 さ せ 、 他 端 に は バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ が
筒 内 略 中 央 に 位 置 す る よ う に バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ と 気 化 筒 １ が 取 り 付 け ら れ た バ ー ナ 取 付 台
８ が 取 り 付 け ら れ る も の で 、 バ ー ナ 取 付 台 ８ が 取 り 付 け ら れ る 端 部 内 側 に は 、 ノ ズ ル ホ ル
ダ ー ３ の ２ 次 空 気 用 口 ５ と 連 通 し て ２ 次 空 気 を 筒 内 の バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 方 に 噴 き 出 す
２ 次 空 気 噴 出 部 ３ ８ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ よ り 噴 き 出 す 予 混 合 気 を 点 火 す
る 点 火 プ ラ グ （ 図 示 せ ず ） と 、 炎 の 状 態 を 検 知 す る フ レ ー ム ロ ッ ド （ 図 示 せ ず ） と が 外 筒
３ ７ 内 に 臨 む よ う に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に こ の 燃 焼 装 置 の 燃 焼 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 シ ー ズ ヒ ー タ ２ に よ り 高 温 に 加 熱 さ れ て い る 気 化 筒 １ 内 に 燃 料 供 給 用 ノ ズ ル ６ か
ら 燃 料 を 噴 射 し て 気 化 さ せ る と 共 に 、 ノ ズ ル ホ ル ダ ー ３ の 燃 焼 用 空 気 口 ４ か ら 気 化 筒 １ 内
に 燃 焼 用 空 気 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 燃 料 の 気 化 ガ ス と 燃 焼 用 空 気 が 気 化 筒 １ 内 で 予 め
混 合 さ れ て 予 混 合 気 と な り 、 こ の 予 混 合 気 が 気 化 筒 １ 内 を 上 昇 し て 、 気 化 筒 １ 内 に 位 置 す
る 整 流 筒 ２ ７ の 開 口 突 起 部 ２ ８ か ら バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 内 へ 流 入 し 、 開 口 突 起 部 ２ ８ か ら バ
ー ナ 整 流 板 ３ ２ の 円 板 部 ３ ４ の 整 流 孔 ３ ３ へ 直 進 し て バ ー ナ 整 流 板 ３ ２ を 通 過 し て 抵 抗 板
２ ０ の 開 口 突 部 ２ １ へ と 向 か う 大 部 分 の 予 混 合 気 と 、 バ ー ナ 整 流 板 ３ ２ の 脚 部 ３ ５ 間 を 通
過 す る 一 部 の 予 混 合 気 と に 分 か れ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 そ の バ ー ナ 整 流 板 ３ ２ の 脚 部 ３ ５ 間 を 通 過 し た 予 混 合 気 は 、 そ の ま ま 上 昇 し て
補 助 炎 孔 路 入 口 ２ ６ へ と 向 か う 予 混 合 気 と 、 再 び 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １ へ 戻 っ て 、 バ
ー ナ 整 流 板 ３ ２ の 円 板 部 ３ ４ の 整 流 孔 ３ ３ へ 直 進 し て 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １ へ と 向 か
う 大 部 分 の 予 混 合 気 と 合 流 す る 予 混 合 気 と に 分 か れ 、 そ し て 、 抵 抗 板 ２ ０ の 開 口 突 部 ２ １
内 を 上 昇 す る 予 混 合 気 は 、 開 口 突 部 ２ １ か ら 始 ま る 主 炎 孔 路 を 通 過 し て 、 バ ー ナ ヘ ッ ド １
４ の 上 面 の 主 炎 孔 １ ５ よ り 噴 き 出 し 、 ま た 、 補 助 炎 孔 路 入 口 ２ ６ へ 向 か っ た 予 混 合 気 は 、
補 助 炎 孔 路 入 口 ２ ６ か ら 始 ま る 補 助 炎 孔 路 を 通 過 し て バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ 側 壁 に 形 成 し た 補
助 炎 孔 １ ７ よ り 噴 き 出 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 点 火 プ ラ グ に よ り 点 火 動 作 を 行 う と 、 主 炎 孔 １ ５ 及 び 補 助 炎 孔 １ ７ よ り 噴 き 出
し て い た 予 混 合 気 が 着 火 し て 、 主 炎 孔 １ ５ で は バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 方 向 に 炎 を 形 成 し 、
補 助 炎 孔 １ ７ で は バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 側 壁 か ら 横 方 向 に 炎 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ８ ５ １ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 従 来 の も の で は 、 図 ５ に 示 す よ う に バ ー ナ 取 付 台 ８ の 中 央 部 分 は 小 判 形
で 凹 形 状 に 形 成 さ れ 、 更 に そ の 中 心 に 通 気 孔 １ ０ が 形 成 さ れ 、 又 そ の 小 判 形 で 凹 形 状 部 分
の 一 端 に 二 次 空 気 孔 １ ２ が 設 け ら れ て い る と 共 に 、 通 気 孔 １ ０ の 周 り に 外 風 洞 ３ ９ と 内 風
洞 ４ ０ と に よ り 二 次 空 気 噴 出 部 ３ ８ が 形 成 さ れ 、 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら 噴 き 出 し た 二 次 空 気
は 、 二 次 空 気 噴 出 部 ３ ８ か ら 上 方 に 向 か っ て ド ー ナ ツ 状 に 二 次 空 気 を 噴 き 出 す も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら 噴 き 出 し た 二 次 空 気 は 、 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら 小 判 形 で 凹
形 状 部 分 の 周 囲 に 沿 う よ う な 状 態 で 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 ま で 流 れ 、 そ れ に よ り 二 次 空
気 噴 出 部 ３ ８ か ら ド ー ナ ツ 状 に 二 次 空 気 を 上 方 に 向 か っ て 噴 き 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し 、 小 判 形 で 凹 形 状 部 分 の 周 囲 の 中 間 部 分 は 、 二 次 空 気 が 通 過 す る 二 次 空 気 路 ａ が
狭 く な っ て お り 、 そ の た め 二 次 空 気 が 二 次 空 気 路 ａ を 通 過 し に く く 、 二 次 空 気 が 二 次 空 気
孔 １ ２ の 反 対 側 ま で 充 分 流 れ ず 、 二 次 空 気 噴 出 部 ３ ８ か ら 二 次 空 気 が ド ー ナ ツ 状 に 上 方 に
均 一 に 噴 き 出 さ ず 、 そ れ に よ り 燃 焼 炎 が 偏 っ て し ま い 、 そ の 燃 焼 炎 の 偏 り が 原 因 で 輻 射 暖
房 す る 暖 房 機 器 ４ １ な ど で は 、 外 筒 ３ ７ 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 方 に 設 け る ス ケ ル ト ン
４ ２ が 片 赤 熱 し て 不 均 一 輻 射 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ で は 、 燃 料 を 気 化 し 、 そ の 気 化 ガ
ス と 燃 焼 用 空 気 と を 予 混 合 す る 気 化 筒 と 、 該 気 化 筒 の 開 口 部 分 に 取 り 付 け た バ ー ナ ヘ ッ ド
と 、 中 央 に 通 気 孔 を 設 け 該 通 気 孔 の 上 部 に バ ー ナ ヘ ッ ド が 位 置 す る よ う に す る と 共 に 、 二
次 空 気 孔 を 形 成 し た バ ー ナ 取 付 台 と 、 前 記 バ ー ナ ヘ ッ ド を 内 設 す る よ う に 一 端 が バ ー ナ 取
付 台 に 取 り 付 け ら れ た 外 筒 と 、 該 外 筒 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド の 外 周 に 設 け ら れ た 外 風 洞 と 内 風
洞 と に よ り 形 成 さ れ 、 バ ー ナ ヘ ッ ド の 上 方 に 二 次 空 気 を 噴 き 出 す 二 次 空 気 噴 出 部 と を 備 え
、 前 記 バ ー ナ ヘ ッ ド の 周 り に 二 次 空 気 孔 か ら の 二 次 空 気 を 二 次 空 気 噴 出 部 に 案 内 す る 二 次
空 気 路 を 形 成 し た 燃 焼 装 置 に 於 い て 、 前 記 通 気 孔 の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 路 の 中 心 を 二 次
空 気 孔 の 反 対 方 向 に 偏 心 さ せ た し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 請 求 項 ２ に 係 る 燃 焼 装 置 で は 、 特 に そ の 構 成 を 、 請 求 項 １ に 於 い て 、 前 記 バ ー ナ 取 付
台 の 中 心 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 の 周 り を 楕 円 形 で 凹 形 状 に 形 成 し て 二 次 空 気 路 を 設 け 、 そ の
楕 円 形 で 凹 形 状 部 分 の 一 端 に 二 次 空 気 孔 を 設 け る と 共 に 、 そ の 楕 円 形 の 中 心 を 通 気 孔 の 中
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心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 の 反 対 側 に 偏 心 さ せ た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 の 請 求 項 １ に よ れ ば 、 中 央 に 通 気 孔 を 設 け る と 共 に 二 次 空 気 孔 を 形 成 し た バ ー
ナ 取 付 台 の 該 通 気 孔 の 上 部 に 位 置 す る よ う に し た バ ー ナ ヘ ッ ド の 上 方 に 二 次 空 気 を 噴 き 出
す 二 次 空 気 噴 出 部 に 、 二 次 空 気 孔 か ら の 二 次 空 気 を 案 内 す る 二 次 空 気 路 を バ ー ナ ヘ ッ ド の
周 り に 形 成 し 、 そ の 二 次 空 気 路 の 中 心 を 通 気 孔 の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 の 反 対 方 向 に 偏
心 さ せ た の で 、 二 次 空 気 孔 か ら 二 次 空 気 孔 の 反 対 側 に 向 か っ て 流 れ る 二 次 空 気 路 の 断 面 積
が 徐 々 に 大 き く な る の で 、 二 次 空 気 が 二 次 空 気 路 を 通 過 し に く く な る こ と が な く 、 二 次 空
気 孔 か ら 二 次 空 気 孔 の 反 対 側 に 向 か っ て ス ム ー ズ に 流 れ 、 二 次 空 気 が 二 次 空 気 孔 の 反 対 側
ま で 充 分 流 れ 、 二 次 空 気 噴 出 部 か ら 二 次 空 気 が ド ー ナ ツ 状 に 上 方 に 均 一 に 噴 き 出 し 、 燃 焼
炎 が 偏 る こ と な く 形 成 さ れ 、 輻 射 暖 房 す る 暖 房 機 器 な ど で は 、 外 筒 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド の 上
方 に 設 け る ス ケ ル ト ン が 均 一 に 全 赤 熱 し て 均 一 な 輻 射 に な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 燃 焼 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 於 い て 、 前 記 バ ー ナ 取 付 台
の 中 心 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 の 周 り を 楕 円 形 で 凹 形 状 に 形 成 し て 二 次 空 気 路 を 設 け 、 そ の 楕
円 形 で 凹 形 状 部 分 の 一 端 に 二 次 空 気 孔 を 設 け る と 共 に 、 そ の 楕 円 形 の 中 心 を 通 気 孔 の 中 心
に 対 し て 二 次 空 気 孔 の 反 対 側 に 偏 心 さ せ た の で 、 バ ー ナ 取 付 台 の 中 心 に 形 成 さ れ た 通 気 孔
の 周 り を 円 形 で 凹 形 状 に 形 成 し て 二 次 空 気 路 を 設 け た 場 合 よ り も 、 二 次 空 気 路 内 の 二 次 空
気 圧 が よ り 均 一 に な り 、 そ れ に よ り 二 次 空 気 噴 出 部 か ら 二 次 空 気 が ド ー ナ ツ 状 に 上 方 に よ
り 均 一 に 噴 き 出 し 、 燃 焼 炎 が 偏 る こ と な く 形 成 さ れ 、 輻 射 暖 房 す る 暖 房 機 器 な ど で は 、 外
筒 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド の 上 方 に 設 け る ス ケ ル ト ン が よ り 均 一 に 全 赤 熱 し て 均 一 な 輻 射 に な る
も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 尚 、 従 来 技 術 と 同 じ 構 成 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
　 本 発 明 に 於 い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に バ ー ナ 取 付 台 ８ の 中 央 部 分 を 楕 円 形 で 凹 形 状 に 形
成 し て 二 次 空 気 路 ａ を 設 け 、 更 に そ の 中 心 に 通 気 孔 １ ０ が 形 成 さ れ 、 又 そ の 楕 円 形 で 凹 形
状 部 分 の 一 端 に 二 次 空 気 孔 １ ２ が 設 け ら れ て い る と 共 に 、 そ の 楕 円 形 の 中 心 を 通 気 孔 １ ０
の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 に 偏 心 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら の 二 次 空 気 は 、 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら 楕 円 形 で 凹 形 状 部 分
の 周 囲 に 沿 う よ う な 状 態 で 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 ま で 流 れ る が 、 楕 円 形 の 中 心 を 通 気 孔
１ ０ の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 に 偏 心 さ せ た こ と に よ り 、 二 次 空 気 孔 １ ２ か
ら 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 に 向 か っ て 流 れ る 二 次 空 気 路 ａ の 断 面 積 が 徐 々 に 大 き く な る の
で 、 二 次 空 気 が 二 次 空 気 路 ａ を 通 過 し に く く な る こ と が な く 、 二 次 空 気 孔 １ ２ か ら 二 次 空
気 孔 １ ２ の 反 対 側 に 向 か っ て ス ム ー ズ に 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ れ に よ り 二 次 空 気 が 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 ま で 充 分 流 れ 、 二 次 空 気 噴 出 部 ３ ８ か ら
二 次 空 気 が ド ー ナ ツ 状 に 上 方 に 均 一 に 噴 き 出 し 、 燃 焼 炎 が 偏 る こ と な く 形 成 さ れ 、 輻 射 暖
房 す る 暖 房 機 器 ４ １ な ど で は 、 外 筒 ３ ７ 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 方 に 設 け る ス ケ ル ト ン
４ ２ が 均 一 に 全 赤 熱 し て 均 一 な 輻 射 に な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に 、 バ ー ナ 取 付 台 ８ の 中 央 部 分 を 円 形 で は な く 楕 円 形 で 凹 形 状 に 形 成 し て 二 次 空 気 路
ａ を 設 け 、 そ の 楕 円 形 の 中 心 を 通 気 孔 １ ０ の 中 心 に 対 し て 二 次 空 気 孔 １ ２ の 反 対 側 に 偏 心
さ せ た こ と に よ り 二 次 空 気 路 ａ 内 の 二 次 空 気 圧 が 均 一 に な り 、 そ れ に よ り 二 次 空 気 噴 出 部
３ ８ か ら 二 次 空 気 が ド ー ナ ツ 状 に 上 方 に よ り 均 一 に 噴 き 出 し 、 燃 焼 炎 が 偏 る こ と な く 形 成
さ れ 、 輻 射 暖 房 す る 暖 房 機 器 ４ １ な ど で は 、 外 筒 ３ ７ 内 で バ ー ナ ヘ ッ ド １ ４ の 上 方 に 設 け
る ス ケ ル ト ン ４ ２ が よ り 均 一 に 全 赤 熱 し て 均 一 な 輻 射 に な る も の で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 の 燃 焼 装 置 を 搭 載 し た 暖 房 機 器 の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 一 部 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 燃 焼 装 置 の 概 略 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 及 び 従 来 の 燃 焼 装 置 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 燃 焼 装 置 の 概 略 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 気 化 筒
８ 　 　 バ ー ナ 取 付 台
１ ０ 　 通 気 孔
１ ２ 　 二 次 空 気 孔
１ ４ 　 バ ー ナ ヘ ッ ド
３ ７ 　 外 筒
３ ８ 　 二 次 空 気 噴 出 部
３ ９ 　 外 風 洞
４ ０ 　 内 風 洞
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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